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山中玲子
はじめに
能楽研究所は，2002年度採択法政大学２１世紀ＣＯＥプログラム「日本発信の国際
日本学の構築」の拠点の一つとして，５年間の活動をしてきたそのため，研究所
の「本来の仕事」というべき資料調査や目録執筆等の活動が遅れたことは，大いに
反省すべき点である．だがその一方で，新たな研究上の視野を獲得し得たと思われ
る面もあり，良くも悪くも，能楽研究所にとって重大な影響を与えた５年間だった．
以下は，ＣＯＥ活動の総括として「法政大学国際日本学研究所・国際日本学研究
センター年報2006」に執筆した報告とほぼ同内容だが，能楽研究所がＣＯＥプログ
ラムの中で自らをどう位置づけ，どのような活動をしてきたかを，本誌でも報告し
ておく必要があると思われるので，必要な加除を施して再褐する．
12002～04年度（中間評価以前）
ＣＯＥ事業の拠点の一つとして能楽研究所は，タスクフォース③「世界の中の能
楽」を担当し，従来の活動に加え，能楽が日本および世界の文化に与えた役割の分
析や，能楽が日本を代表する芸術として認知される過程の解明をめざして活動する
こととなった．2004年の中間評価を受けて当初の研究計画は軌道修正されており，
その点に関してはどのように軌道修正をしたかということと併せて後に詳述するが，
まずは基礎作業として，外国人の能楽発見とその研究史を整理することをめざし，
外国の研究機関や外国人研究者との連携を図りながら，主として以下の課題に取り
組んだ．
ａ・外国語で書かれた能楽資料の調査と収集
ｂ・能楽面ほか在外能楽資料の調査
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ｃ、外国語文献リストの作成
。、在外能楽資料リストの作成
これらのうち，在外能楽資料に関しては，その調査(b)までは実現したが，網羅的
なリストの作成(｡)までは至らなかった．しかし，ａ.ｃについては今後の研究の基
礎となるべき成果を上げることができた．
その第一は，「２１世紀ＣＯＥ国際日本学研究叢書１ｊとして刊行した『外国人の
能楽研究』（編集・野上記念法政大学能楽研究所，発行・法政大学国際日本学研究
センター．2005年３月）である．本書は，2003年７，８月に本学博物館展示室で開
催した能楽資料展「世界の中の能一外国人の能楽研究」の配布資料と，同年７月
１．２．８．９．１６日の５日間，ポアソナードタワー26階スカイホールで開かれた第８
回法政大学能楽セミナー「能に注がれた外国人のまなざし」の講演記録とに基づい
て編まれたもので，全体は，「１．能に注がれた外国人のまなざし」と「Ⅱ能楽
関係外国語文献目録」の二部構成になっている．
二つ目の成果は，日本美術史家フリドリッヒ・ペルツィンスキー箸「日本の仮面
一能・狂言』（1925年刊，ベルリン）の邦訳書刊行の実現（2007年３月）である．
同書は能楽面事典としての機能も備えており，能面研究書の古典としての価値に加
え，広く日本美術・日本文化に関する研究書としての価値もある．ちなみに，当時
の日本においてはこれに匹敵する研究書は生まれていなかった．本書の概要および
吉田次郎氏（京都大学名誉教授）による翻訳原稿出現の経緯などの詳細は，本誌第
26号・第２7号・第２8号（2002.3,2003.3,2004.4）掲載の西野報告の通りである．
日本語訳の素稿を提供してくださった吉田次郎氏の学恩には感謝してもしきれない
が，原文のドイツ語が古いスタイルで難解なうえ，時代的制約から来る研究上の誤
りのせいでさらに判りにくくなっているものを，能の専門家ではない吉田氏が訳さ
れたため，当然ながら誤訳や，意味の通らない箇所も多い．それらをより読みやす
く意味の通る日本語に直して刊行する仕事は，過去の誤謬についても最新の研究成
果も，著者が引用している原資料についても，多くの情報を持っている能楽研究所
でこそ，行われるべきことと判断し，また，吉田氏からも「自由に手を入れてよ
し」との許可をいただいたので，研究所専任所員の山中が中心となり，兼任所員の
宮本圭造，国際文化学部の山根惠子教授，大阪学院大学のシルヴアン・ギニヤール
教授らの協力を得て，訳文の大幅な見直しと改訂をおこなった．さらに，ペルツイ
ンスキーが引用している日本語文献の確定や，当時の誤った説に基づいているため
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に現代の読者の混乱を招きかねない言説への注記など，編者注もいささか加え，索
引も，原本の索引の訳ではなく，あらたに人名・曲名・書名・面の名前，に分けて
取り直しての刊行となった．編者注のための文献調査および索引作成には，大学院
生やオーバードクターの若手研究者の助力を得ている．
ちなみに，05年７月に出版された英訳版（DoverPubUcations）は，能面の写真
(キャプション付き）に能楽概説風の数頁が添えられただけのもので，彪大な本文
がすべてカットされていた．ドイツ語を日本語にするより英語に翻訳した方が，
ずっと読みやすそうに思われるが，引用された能作品・能面関係資料に関する詳し
い注や，あるいはペルツインスキーが気取った言い回しで何を言いたかったのかに
ついて，能に関する十分な知識に基づいて説明する注が無ければ，単にドイツ語で
書かれた言葉を英語にしても，内容が理解できないという判断があったのだろうと
推測している．そうであればなおさら，現代の研究水準からのきちんとした注を付
けた日本語訳の出版の意義は大きいだろう．次のステップとして，この日本語訳を
基にして（あるいは参照して）の英訳も可能と思われる．
以上が，中間評価以前に本タスクフオースが挙げた主たる成果である．このほか，
｢能楽資料のデジタル化と国際発信」の一つとして，江戸時代の能番組のデータ
ベース（データ数7000以上）公開を実現し，また，ドイツ，米国，タイ，中国から
の研究者を受け入れる一方，ボン大学（ドイツ)，フィレンツェ大学（イタリア)，
コロンビア大学，ピッツバーグ大学，オハイオ州立大学（以上米国）等，欧米各地
での日本文学に関する研究集会，展覧会，ワークショップ等に招かれて能に関する
数々の講演をおこなうなど，能楽研究の国際的展開の基盤となる情報の共有や人的
交流も，積極的に行ったことを付け加えておく．
Ⅱ2005～06年度
2004年12月に，本事業に対する中間評価が発表された．能楽研究所に関わる評価
としては「国際日本学の構築と発信」というプログラム全体の中に研究所の活動が
どう位置づけられるのかが暖昧であるとの指摘があり，もっともな批判として受け
止めるしかなかった．能楽研究所は研究所なりに「世界の中の能楽」というテーマ
に沿った活動を進めてきたつもりだったが，一方で，「日本の中の異文化研究｣，
｢メタ・サイエンス」という本事業の最も重要な二本の柱が，自分たちの研究活動
とはうまく結びつかないというのは，所員の実感でもあったのである．
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そこで，中間評価以後は，沖縄文化研究所に「異文化研究」を，国際日本学研究
所を中心としたタスクフオース①に「メタ・サイエンス」を任せ，能楽研究所は，
｢国際日本学の構築と発信」の一つの具体例として活動し，理論構築のための材料
を提供することを自らの役割と定めた．研究対象が日本固有の舞台芸術であり，第
一次資料の大部分が日本国内の日本語資料となる能楽研究の中心は，言うまでもな
く日本であって，能楽研究所はそのまた中心にいるという自負を持ってもいたが，
従来の国際交流のあり方一能楽研究の第一人者として海外に呼ばれ，国内では周
知のことについて日本語で話してくる，あるいは，研究所を訪れた外国人研究者の
便宜をはかり，資料を提供する（が，その資料に基づいて書かれた外国語の論文を
読んでいる日本人の研究者はほとんどいない)，という状況一から－歩踏み出し
てみようということである．完壁に内側を向いて，それでも成り立っている（しか
し当然ながらそれは，非常に狭い領域で研究者の数も限られ，国際的にメジャーな
ものではない）学問領域を，外に向かって開いていき，能楽研究自体を広げていく
とともに，その過程で新たに得た視点やぶつかった壁などを，タスクフォース①
｢国際日本学の理論構築とタスクフオース間の連携」に還元することで，別の分野
にも応用可能な理論に結びつけることを，最終目標としたのである．
これはけっして，能楽研究所がＣＯＥのめざすところを無視して勝手に活動する
という意味ではない．むしろ，このようなスタイルは，「国際日本学」という枠組
みの中に置かれ，他領域の研究状況に触れた結果であること，また特に軌道修正後
の２年間の活動の中で次第に固まってきたものであることを強調しておきたい．具
体例を挙げる．国際日本学研究所主催の研究会で北海道大学の桑山敬己教授は，
｢文化人類学の分野では，英米が圧倒的に優位に立ち研究の中心を形作っており，
ヨーロッパがその次，アジアの学者は周縁におり，周縁の学者は中心の研究状況や
,情報に常に接していることが必須だが，中心にいる者にとっては周縁の研究成果な
どどうでもいいのだ」といった，学問自体のヒエラルキーについて話をされたが，
それはそのまま，我々ｐ本の能楽研究者（おそらくは他の日本文学や日本史学等の
領域でも同様だろうが）が外国人研究者と交流はするが彼らの論文をいっさい読ま
なくても不自由なく研究者として活動できてしまう状況にあてはまるものだった．
桑山氏によるメタ・サイエンスの言説に触れて初めて気づかされ，「それでは－歩
踏み出してみよう．能楽研究の中心と自負する能楽研究所が踏み出せば状況を変え
られるかもしれない」と考えたのである．非常にプリミティブな発想ではあった
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が，０５年12月にバリで行われた国際日本学シンポジウム「日本学とは何か－ヨー
ロッパから見た日本研究・日本から見た日本研究」での口頭発表の中にこうした立
場表明を含めたところ，多くの参加者から力強い支持を得ることができた．
さらに，０６年３月のトリア大学での国際シンポジウムNOTheatreTiPanversalで
は，欧米７カ国と日本からの研究者（日本文学，日本学，演劇学，音楽学，演劇人
類学等多種にわたる）と演出家，役者が集まり，新作能の試みと意義，他のジャン
ルとの共同作業，外国の演劇や音楽への影響，女流能楽師の活動，戦時中に戦意高
揚のために作られた能，山形の黒川能が現代の社会状況の中で抱える矛盾等々，伝
統芸能である「能楽」が現代社会の中で，あるいは国際的な文化交流の中で向き
合ってきた（今後も向き合っていかねばならない）様々な問題が取り上げられた．
能の枠組みを破ろうという試みは，しかしどこまで能と言えるか．能の境界線が広
がっていくのを良しとするか危険と見るか．「黒川能」は中央の能と同一視される
ことはないものの，芸能の本来的な豊かさを留める貴重な例として，間違いなく黒
川の「能」と認識されているが，それでは「英語能」の位置づけはどうなのか．こ
うした議論は最終的には「何を以て能と呼ぶか」「能の本質とは何か」という問題
に通じていく．能楽研究が狭く閉じている間に，現代に生き，世界で注目されてい
る能を取り巻く状況は，ずっと先まで進んでいることに気づかされ，単に，国内←
→国外というだけでなく，伝統芸能←→同時代演劇，研究者←→実演関係者など，
様々な様相を視野に入れつつ能楽研究の新しい局面を切り開いて行かねばならない
ことが，実感された．こうした実感や手応えは，どれも５年前の能楽研究所には考
えられなかったものであり，ＣＯＥプログラム「日本発信の国際日本学の構築」の
事業推進拠点として活動する中で新たに獲得したものなのである．
以下では，如上の役割意識をもって，能楽研究所が中間評価後の２年間に行った
活動とその成果を具体的に記す．
１）能の翻訳をめぐる研究と教育
後半２年間のタスクフオース③にとって最も大きな成果は，大学院で２年間続け
た「謡曲の英訳を読む」ゼミと，その延長線上に実現した国際研究集会「能の翻訳
を考える」である．
2005年４月から大学院のゼミ「謡曲の英訳を読む」を開始した．演習は，国際日
本学インスティテュートの授業として行ったが，国際文化学部の竹内晶子専任講師
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(当時)，日本文学科のステイーヴン・ネルソン教授も常時参加し，指導にあたって
くれた．また，ピッツバーグ大学のメイ・スメサースト教授，コロンビア大学博士
課程在籍で日本文学の翻訳家でもあるマイケル・エメリック氏，などの参加もあり，
さらにプリンストン大学博士課程の留学生なども加わって，個々の単語の微妙な
ニュアンスや個人的な語感の相違などまでも含めて議論が行われた．
大学院生にとっては２年間の勉強のまとめとして，またより広くは，タスク
フオース③の総括として，2006年12月15日(金)～17日(日)の３日間，富士見坂校舎
１階会議室およびポアソナードタワー26階スカイホールにおいて，能楽研究所，国
際日本学研究センター，同研究所による国際日本学研究集会「能の翻訳を考える－
文化の翻訳はいかにして可能か－」を開催した．現在第一線で活躍しておられる外
国人能楽研究者を多数招き，３日間でのべ300人を越える参加者が，能の翻訳をめ
ぐる多様な問題について活発な議論をかわした．なお，２年間のゼミの報告とシン
ポジウムの詳細については，国際日本学研究叢書８「能の翻訳一文化の翻訳はいか
にして可能か－』（能楽研究所に残部あり）を参照されたい．
なお，このときの登壇者のうち，ロイヤル・タイラー氏とポール・アトキンス氏
(ワシントン大学）は，０７年度も法政の大学院生を中心とする若手研究者たちのた
めの講義や研究会への出席のために来日してくださった(注1)．
２）国内外へ向けた情報発信
能番組のデータベース公開に続き，能楽研究所，鴻山文庫等所蔵の貴重資料の画
像公開も，本格的に開始した．また，2005年度からはコーネル大学主導のGloPAC
(G1obalPerfbmmgArtsConsortium）にも正式なメンバーとして参加し，能楽関
係のデータベース作成（G1oPAD）に協力している．貴重資料の画像を提供するだ
けでなく，０５年.０６年連続で，本拠点の事業推進者（山中玲子，StevenNelson）
がコーネル大学に赴き，書誌データの記入，キーワードのチェック等，データベー
ス全般に関わるエディターとして活動した．同時に，GloPACのもう一つの柱であ
る教育資源の開発OapanesePelfOrmingArtsResoumeConsortium）においても，
中心的メンバーとして，ミーティングやワークシヨップを重ね，日本の芸能に関す
るインターネット上の教育プログラム作成の準備を進めている．これらの活動は，
COE事業終了後も継続している(注2)．
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３）その他の活動
国際交流基金，早稲田大学演劇博物館と能楽研究所との協力で「伝統演劇の海外
公演に関する研究会一能楽部会」を組織し，能の海外公演の意義や将来のあり方等
についての議論を重ね，共同研究「日本古典芸能の海外公演における新しい評価基
準の策定と国際交流学の提唱一能楽部門一」の報告書を国際交流基金に提出した．
最後になったが，2007年度より始まった，能楽研究者育成に特化した教育プログ
ラム「能楽研究者育成プログラム」も，本ＣＯＥ事業の延長線上に位置づけられる
ものである．本プログラムでは能楽理論・作品研究・資料研究などの基礎的な研究
能力を高めるためのコースワークと，現代芸術としての能楽の意義を探求し，海外
における能楽理解を究明するためのコースワークが設けられている．研究指導の面
では，日本文学専攻・国際日本学インステイテュート・能楽研究所教員のうち５名
があたり，能楽だけでなく，文学・音楽史の側からの指導もおこなうこととなって
いるが，こうした学内横断的な協力体制や，そこに常に国際的な視点を盛り込む方
向性もまた，５年間のＣＯＥ事業を進める中で確実に根付いてきたものだと認識し
ている．
注l法政大学能楽研究所公開ゼミナール（能楽研究者育成プログラム共催）
第一回「恐怖と優雅の間一謡曲における河原院の描写一」
講師：ポール・アトキンス氏
７月19日（木）・２０日（金）１８：３０～２０：３０，２１日（士）１６：００～１８：００
法政大学市ケ谷キャンパス富士見坂校舎Ｆ301教室
演習形式．日本語の資料の他，英語で書かれた研究文献も読みながら，海外における最新
の研究情報に触れつつ，各自の問題意識を深めていくことをめざす．
第二回「能く山姥〉を読む－ロイヤル・タイラー訳を通して－」
講師：ロイヤル・タイラー氏
１２月２日（日）１０：３０～１３：３０，６日（木）１６：５０～１９：５０
法政大学市ヶ谷キャンパスポアソナードタワー26階Ａ会議室
演習形式．タイラー氏の英訳テキストを輪読し，新たな視点による能く山姥〉の理解をめ
ざす．
注22007年度は，学内の競争的資金獲得研究助成金により雇用した特別研究員３名を含む若手
研究者４名がコーネル大学に赴き，GloPACeditorとしての研修を受け，活動に参加している．
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